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[概要 ]

熊本大学学務情報システム (通称「SOSEKI」)は、毎年機能向上を行なっています。本稿では、 2004年度に行なっ

た樹形図表示機能、CAP制対応、パスファインダー機能等の機能改善の概要を紹介します。

1 高度情報化キャンパスと SOSEKI

本学では、高度情報化キャンパス構築という将来構想の一環として、熊本大学学務情報システム SOSEKIの機能

強化と確守学習機能のリンク形成を軸に、IT環境を用いた学生の自立学習支援システムを発展させる計画を着実に

実現しています。その成果が全国的にみても先導的な取り組みであると認められ、平成 15年度の「特色ある大学教

育プログラム」に採択されました。

採択されたプログラムの成果として、平成 15年度には、「卒業判定や各種免許に関する判定機能」の実現並び

に「シラバス閲覧システムにおける全学部全学科のシラバス検索機能」の追加を中心に SOSEKIの改修を行ないま

した。

平成 16年度には、更にいくつかの機能を追加しましたので以下で報告します。

2 樹形図型シラバス閲覧・検索・登録システム

学生さんの大学生活の中で最も重要な決定事項の 1つは、大学で行なわれる講義のうちどれを受講するかという

ことでしょう。これが、大学生活の方針のみならず、将来の自分の専門を決める一つの指針になるからです。

ですから SOSEKIの中でも、「履修登録」に関する項目は、とくに使い易く設計されています。ただ、従来の法

式では、確かに入力は簡単でしたが、

• 履修しようとする科目の教育プログラムの中の位置付けを知る

• 卒業用件を充たすために必要な科目分類毎の単位数を知る

• 関連した科目の存在を知る

等のことが困難でした。

そこで、これらのことができるように、履修登録の画面より、「履修体系」(図: 1参照)をクリックすることで、

図: 2のような履修科目の「樹形図」を表示するようにしました。これにより、履修しようとする科目の教育プログ

ラムの中の位置付けを確認したり、科目分類毎に、受講すべき科目の数を確認することができます。

また、「樹形図」上で、科目名をクリックすると、その科目が所属する科目分野の教育目標や、同じ分野に属する

他の科目を知ることができます (図: 3参照)。勿論、これらの科目をクリックすることで、その科目のシラバスも、

図: 4のように確認することができます。

3 GPA表示機能

GPA（Grade Point Average）は授業ごとの成績（本学では、秀、優、良、可）の評価それぞれに対してグレード

ポイントを付けて、全履修科目の平均を算出したもので、アメリカの大学で広く採用されている成績評価システム

です。



図 1: 履修登録画面

図 2: 樹形図

図 3: 教育目標、授業科目一覧

図 4: シラバス



GPAによって自分の学習効果を自分自身で把握することができるメリットがあります。学生が主体的にかつ充実

した学習効果をあげることを目的としてこの制度を導入しています。また、学部によって取扱い方は異りますが、

GPAは卒業までの様々な選考の指標となります。

図 5: SOSEKI上の GPA表示例

4 CAP制対応機能

受講する授業科目が多すぎると、自己学習をおこなう時間が少なくなり、授業を聴講するだけの受身の学生をつ

くってしまうということが問題になってきました。そこで、学期ごとの履修登録単位数を制限することを始めまし

た。これを、CAP制と呼びます。学生には、厳選された科目を自主的・主体的に勉強することを求めています。

図 6: CAP制による履修制限表示例

そのため SOSEKIでも、指定された制限単位数を超えて履修登録をしようとすると、図: 6のようにエラーが表

示されるようにしました。

5 パスファインダーシステム

パスファインダーとはあるテーマに関する資料や情報を探すための手順を簡単にまとめたものです。SOSEKIで

も、高機能な検索システムを有するシラバスシステムと、図書館情報検索システムとを連携させ、シラバス中の参

考図書が本学の図書館にあるのか、更に現在借りることができる状態にあるのか、図書館のどこにあるのかなどを



調べることができるようになっています。

SOSEKIのシラバス中で、図: 7のような参考文献があると、その部分をクリックすることで、図: 8のような図

書の詳細情報を得ることができます。更に、この中には図書の所蔵情報も含まれており、図書館の部分をクリック

すると、図: 9のように、実際に図書館内のどのあたりに置かれているかを知ることができます。

図 7: シラバス



図 8: 所蔵情報
図 9: 配置情報


